
　

TESTIMONY礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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澤口建太　平澤初実

（ ２０２１年７月４日 ）

（要約者：泉水 京子 ）

誕生者のお祝い

チャーチミーティング

ｻﾗﾝｵﾝﾗｲﾝ
合同集会 (ﾕｰｽ)

今週もエレミヤ書 (42 章～ 48 章 ) を読み進めていきましょう。
主がエレミヤに語られた事を記ししたのがこのエレミヤ書であ
り、筆記したのは終始エレミヤと行動を共にし、忠実な随行者で
あったバルクです。彼は高貴な家の出で、兄弟のセラヤはゼデキ
ヤ王の宿営の長の職についていましたし、彼自身も優秀な人物で
した。エレミヤのこれまでの預言を見てきても、王や首長たちに
は歓迎されるものではなかった為、エレミヤは様々な迫害にあい
ました。同じようにして随行者であったバルクも迫害や苦難に
あってきた為、嘆きの言葉を発していました。それに対しする御
心と励ましを記したのが 45 章です。これは、バルクだけに与え
られたものではなく、神に選ばれ神の言葉を語る事に生涯をかけ
た預言者エレミヤ、その預言を聞き、信仰をもって神の裁きに身
を委ね、祖国を離る民にも等しく与えられたものです。バルクは
あらゆる苦難に直面しながら、神様が自らたてたものを破壊して
いく道をエレミヤと共に歩まなければなりませんでした。しかし
その中で勝利の道を得て、命が与えられると語られています。私
達も苦難の道は通るでしょうが、神様の御心を求め、聞き従い、
勝利の道を得ていきましょう。
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　カエルは先に飛ぶと蛇に進路を読まれてしまい、捕まる事を
分かっています。また蛇は体が伸びきった状態では進路を変え
ることができなくなり、そしてチャンスは一回しかありません。
つまり先に動いた方が負けるということになります。人間も同
じで何か起こると慌てます。ですが冷静になりその時どう動く
かを考えなければなりません。私達は学ぶ必要があります。

・それは、私たちの主イエス・キリストも、私にはっきりお示
しになったとおり、私がこの幕屋を脱ぎ捨てるのが間近に迫っ
ているのを知っているからです。（第2ペテロ1:14）
・イエスは再び彼に言われた。「ヨハネの子シモン。あなたはわ
たしを愛しますか。」ペテロはイエスに言った。「はい。主よ。
私があなたを愛することは、あなたがご存じです。」イエスは
彼に言われた。「わ たしの羊を牧しなさい。」 イエスは三度ペテ
ロに言われた。「ヨハネの子シモン。あなたはわたしを 愛しま
すか。」ペテロは、イエスが三度「あなたはわたしを愛しますか」
と言われたので、心を痛めてイエ スに言った。「主よ。あなた
はいっさいのことをご存じです。あなたは、私があなたを愛す
ることを知って おいでになります。」イエスは彼に言われた。「わ
たしの羊を飼いなさい。 まことに、まことに、あ なたに告げま
す。あなたは若かった時には、自分で帯を締めて、自分の歩き
たい所を歩きました。しかし年 をとると、あなたは自分の手を
伸ばし、ほかの人があなたに帯をさせて、あなたの行きたくな
い所に連れて 行きます。」（ヨハネ21：16～18）
　ペテロはこの言葉から死期を悟っていました。ペテロはもう
これ以上、伝えられなくなる。自分が死んでもいつでもその言
葉を私たちが思い出せるように手紙にしたのです。

　悪魔は私たちの人生を陥れる地雷をたくさん仕掛けていま
す。どうやれば地雷を踏み大切なものを失わせることが出来る
かよく知っています。私達は２つの「欲」について知らなけれ
ばなりません。それは、「逃たい」という欲と「知らなくても
良いことを知りたい」と思う欲です。これが人生を狂わす私達
の本能です。相手が自分をどう思っているのか探ろうとするの
ではなく、私達がその人とどうしたいかが大事になります。欲
は何度でも押し寄せて来ます。そして最大の罪は「自分を守ろ
うとする（正当化するために）人のせいにする欲」です。だか
らこそ、私達は人を裁き相手を嫌いになることで、問題から逃
げようとします。だから騙されないで私たちはあの人が嫌いだ
とか、この人と付き合いたくない、もうこの人は信じない、本
当にそれで良いのでしょうか。本当はその人があなたの人生で
かけがえのない人で失ってはいけない人なのです。また、自分
で勝手に諦めて止めてしまっている事はないでしょうか？人が
自分のことをどう思っているか？人の評価に惑わされてはいな
いでしょか？人に目を向けるのではなく、そのような時にこそ、
神様の視線に目を向けましょう。神の愛は見ようとしなければ
見えません。目を閉じて静まり「愛されていること」を受け取っ
ていきましょう。
　神はいのちと敬虔に関するすべてのことを私たちに与える
と。と約束されています。聞くだけではなく行う者にならなけ
ればなりません。そうするとこの世がもたらす欲がもたらす滅
びを免れ、神のご性質にあずかる者となります。キリストがど
のように十字架に向かったかどのように生まれてどのように死
んだかその生き様（神に従おうと敬虔に生きようとする姿）を
学ぶ事、これが徳を高めるということです。自信が覆されたの
なら、神様が神の方式で、あなたの道を整えようとされている
チャンスを喜んで受け取りましょう。例え何がなくなっても生
き方の基本である聖書があれば大丈夫だと思える信仰をもちま
しょう。人生はやり直すことはできないが、学ぶことができま
す。どれだけ知識があっても自制する心をもたなければ乗り越
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えることは出来ません。我慢ではなくてその後に与えられる恵
みを知っているからこそ忍耐を選び、その場所がいやだから逃
げるのではなく、良くして次に進みます。忍耐した私たちは最
期まで従う決断をしましょう。それが「敬虔」です

「良い地に蒔かれたものとは、みことばを聞いて受け入れ、30
倍、60倍、100倍の実を結ぶ人たちのことです。」　（マルコの
福音書4:20）
　私たちは用意された御国の恵みがあり、どんな苦しい状況で
あっても祝福を受け必ず実を結び、栄光と徳によってお召しに
なったイエスを知ることで、いのちと敬虔に関するすべてのこ
と、尊い、すばらしい約束が与えられます。だからこそ、近視
眼になってはいけません。私たちの過去には生きることを失う
ような出来事があったかもしれません。そこに蓋をして思い出
さないように生きてるかもしれません。しかし、聖書はそれを
昔から予言しています。あなたにはもうすでに恵みは十分であ
る「タリタクミ」立って歩みもう人のせいにするのを止めて自
分を守るために人に指をさすのをやめなければなりません。私
たちの目の前にある問題を解決するために、愛ではない間違っ
た方向に進んで行くこの世界を私たちが回復させる為にここに
いるのです。私たちが変わるために必要なのは決意だけです。
聞く耳のある者は聞きなさい是非今神様の言葉を聞いて行う者
になりたいと心から願いましょう。
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「生き方によって選びを示すー成熟編ー　
知ることと、徳に生きるⅡ～ペテロの遺言～」　 Ⅱペテロ1：1-１5

最後に…

1:11 『このようにあなたがたは、私たちの主であり救い主
であるイエス・キリストの永遠の御国に入る恵みを豊かに
加えられるのです。 1:12 ですから、すでにこれらのことを
知っており、現に持っている真理に堅く立っているあなた
がたであるとはいえ、私はいつもこれらのことを、あなた
がたに思い起こさせようとするのです。』
ペテロは命がけでこの手紙を残しました。彼は、決して格
好の良い言葉、聞きやすい言葉を残そうとしたのではあり
ません。自分の人生そのものを記録に残したのです。そして、
聖書自体も生き様の書であると言っても過言ではありませ
ん。
世の終わりが近づきました私たちに働いた恵はもう十分な
のです。あなたはそれを行えば必ずこの地にあって大収穫
を見るでしょう。頑なにならない、聞かないと言わない、
従えないと言わないで今、決意して諦めてしまう人生を辞
める決断をしていきましょう。

【私達が隣人に･･･】
◎日野原重明 ( ひのはら しげあき ) 氏が残した言葉を紹介
します。
自分の命がなくなるということは、
自分の命を他の人の命の中に
残していくことである。
自分に与えられた命を、
より大きな命の中に
溶け込ませるために生きていくことこそ
私たちが生きる究極の目的であり、
永遠の命につながることだと思う。
ペテロが命がけで生き様を残したように、次は私達が隣人
に生き様を残していく番です。私達は塩です。しかし塩の
ままではなく、その性質を変えることなく溶け込むことが
大切です。
あなたは今、溶けなければなりません。頑なな思いを脱ぎ
捨てて、神様の元に戻りましょう。
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あなたは今、溶けなければなりません。頑なな思いを脱ぎ
捨てて、神様の元に戻りましょう。

セル祈祷会

中島好正　富岡凱千 曽我悠真　岡本享子

西山秀平

秦泉寺朗子

平山幸代

光枝一朗

　いじめや虐待のニュースを聞くたび、いつも、思っていました。
周りの人たちや隣の家の人たちは、何をしていたのか、どうして、
傍観者になれるのかと、その人たちを、心の中で責めていました。
自分は無条件で主に許された者であることを忘れて、、
ある数日前のことです。稲光と雷鳴が轟き、急な豪雨の中、仕事場
へと、車を走らせていましたところ、ワイパー越しに見たのは、対
向車線の歩道よりに立ち尽くす電動車椅子に座る女性でした。何と
かしてあげたいと思い、車のスピードを落としていたのですが、こ
の時の私の心の中は、自分中心になっていました。あの重い車椅子
を畳んで車に積めるのか、彼女だけを送ってあげても、車椅子を置
いていかなければならないし、、でも、可哀想、どうしようと考えて
いたら、大分走っていました。何とかなると、心に決め、Uターンして、
彼女を追いかけましたが、もう姿はなく、右左折して、探したので
すが、見つけられず、あきらめて元来た道に戻ると、道路沿いの民
家の前に車椅子が置いてありました。ホッとしたのですが、何も手
助けをすることの出来なかった自分に、イエス様が「あれは私だっ
たよ」と言われているようでした。
結局、私も困っている人を横目に見て通り過ぎてしまうパリサイ人
に過ぎませんでした。これからは、咄嗟に行動に移せるサマリア人
でありたいと思いました。

『この小さい者たちのひとりに、水一杯でも飲ませるなら、まことに、
あなた方に告げます。その人は決して報いに漏れることはありませ
ん。』マタイ10：42

早天祈祷会6：00~

黙示録　福澤師

17 日　曽我悠真
　　　  岡本享子
18 日　楢村明子

25 日　真砂香和
　　　 神達良子
　　　 曽我佐知子

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

じょいふるキッズ15：00~

早天祈祷会6：00~

教会礼拝チーム
澤口家チーム
泉水家チーム

蛇とカエル蛇とカエル

自分の死期を悟っていたペテロ自分の死期を悟っていたペテロ

私たちに与えられた約束私たちに与えられた約束

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~

21 日　平山幸代
23 日　亀澤佐代子
24 日　西山秀平

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~
19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

ﾌｨﾘｯﾌﾟｱﾗﾊｲﾘｹﾞﾝ

 主　日　礼 　拝 主　日　礼 　拝

早天祈祷会6：00~
20：00~県北祈祷会

セル活動

曽我佐知子

　１日　實金由香利
　５日　泉水一護
10 日　山崎風

12 日　中島好正
　　　 富岡凱千
15 日　光枝一郎
　　　 ﾌｨﾘｯﾌﾟｱﾗﾊｲﾘｹﾞﾝ

自制を持つ ～私達を壊す2つの欲～自制を持つ ～私達を壊す2つの欲～


